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2022 年の「今年の漢字」は「戦」
でした。ロシアのウクライナ侵攻に
より「戦」争の恐ろしさを目の当た
りにしたことが大きな要因かとは思
いますが，円安・物価高による生活
上の戦いも影響しているかと思いま
す。物価高による倒産件数が一番多
かったのは設備業を含む「建設業」
だったそうです。
先般，公正取引委員会の調査で，

「総合工事業」では労務費や原材料
費の上昇に伴う買い手への価格転嫁
が他業種よりも滞っている可能性が
あることが分かりました。公共工事
では契約書などにスライド条項を含
みますが，民間の発注者は「物価変
動リスクは請負者負担」という考え
が根強い傾向があり，なかなか難し
い状況です。
「戦」はまだまだ終わりが見えま
せん。今後も厳しい状況が続くと思
いますが，こんな状況だからこそ，
技術者としての力を発揮し，建設
DXを推進し，効率的な機械化施工
を意識していきたいですね。
さて，2月号の特集技術報文は「地

下・地中構造物」がテーマです。限
られた国土の中で密度の高い社会活
動を強いられる日本においては地
下・地中空間の利用が大変盛んです。
最近の地下・地中の構造物や，これ
らに関する工事・技術について，非
常に興味深い報文を，幅広く紹介し
ています。
巻頭言は，東京大学・東京理科大
学 名誉教授であらせられる，龍岡
先生に「都市部の地下・地中工事と
地下水」と題してご寄稿いただきま
した。
行政情報では，国土交通省道路局
環境安全・防災課より「無電柱化の
取組」をご紹介頂きました。
交流のひろば・ずいそうでは，多
くの皆様から幅広く興味深いお話を
お伺いすることができました。
これらの情報を共有することで，

建設業界が安全・安心な社会基盤を
構築することの一助になれば幸いで
す。
最後になりますが，年末の多忙な
おり，突然のお願いにも関わらず快
く原稿執筆をお引き受け頂いた皆様
に，改めて心より感謝申し上げます。

� （副島・阿部・加藤）

3 月号「鉄道建設技術・保線技術特集」予告
・鉄道の防災・減災ならびに災害復旧等に関する国土交通省の取り組み　・狭隘な駅改良工事等
における機械式深礎工法の開発　・JR予讃線直上における大断面鋼床版桁（撥型）の送り出し架
設　・新たな設定替手法の試み　・弾直スラブ軌道の防振効果　・新幹線建設における電車線柱
施工用車両の開発　・地震対策を推進する新幹線電柱建替用車両の導入　・在来線における電動
式軌道自転車の導入　・新幹線保守用車の紹介　・列車巡視に活用可能な線路周辺画像解析エン
ジンの開発　・駅周辺整備の現状と課題
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